
  

 

 

 

 

 令和５年度から始まった学校運営協議会ですが、職員全員がその目的や意義について十

分に理解していると胸を張って言える状態ではないのが実情です。 

  そこで、学校運営協議会についての理解を図るとともに、今年度の取組について職員間で

情報共有することを目的に、12月6日（水）「令和５年度コミュニティ・スクール報告会」を開

催しました。 

  

 

 

 

 

まずは、「学校運営協議会とは何か」ということについて、おさらいしました。大切なことは「OK の関係か

ら Let’s の関係になる」ということを今一度確認しました。 
その上で、職員全員で今後授業を充実させるために「外部の力を借りたいこと」「地域に貢献できること」

について井戸端会議（熟議）を行いました。 
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令和５年度コミュニティ・スクール報告会（１２月 6日） 

 必ずしも人と人との交流だけではなく、本校の施設や人材が地域貢献につながる可能性

があるよね！地域の方と一緒に防犯訓練をすることで、地域としての防犯意識の向上にも

つながるのでは？それにつけても、本校の存在をアピールし続ける必要がありそうだよ。 

市営バス停留所の清掃（12月 15日） 
  高等部「職業」の一環として、市営バス停留所の清掃を行

いました。今回は市交通部の方もバス停の雪対策をするとのこ

とで、一緒に活動しました。 

  この活動も3回目となり、１回目 2回目では気付かなかった

所の汚れに気付き、背伸びして梁を拭いたり、停留所の裏に回

り込みしゃがんで汚れを取ったりと、バス停を利用する方が気

持ちよく過ごせるようにするにはどうしたらよいのかを考えなが

ら作業することができました。 

  校内で行う「職業」の時間に身に付けた力を、学校外で発

揮するいわば「応用編」であるため、想定していなかったことが

たくさんありますが、それだけに「やり甲斐」を感じることができ

ます。いつも以上に生き生きと働く生徒の顔は充実感にあふれ

ています。 

このような場を提供くださった市交通部のみなさまに改めて

感謝申し上げます。「ありがとうございます」 

   

 


